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■重点プロジェクト・分野横断プロジェクトの位置づけと狙い 

・ 単独分野のみの取り組みでは解決が難しい課題を分野横断的に束ねた施策群を「分野横
断型プロジェクト」に、また、将来像の実現に向け、特に重点的に推進する取り組みを

基本方針ごとに「重点プロジェクト」に設定します。 
・ 分野横断型プロジェクトを設定することで、部署間連携による一体的な施策の運用を図

り、効率的・効果的な施策展開を図ります。 
・ 重点プロジェクトを設定することで、何を優先的に取り組むのかについてのまちの考え

を示し、目指すまちの実現に向けた方針をよりわかりやすく内外に示します。 
 

※本総合計画は、人口減少対策として推進する総合戦略と一体的に策定するため、総合戦略

に関する施策を分野横断型プロジェクトとして整理します。国が掲げる方針に基づき、関

連する施策がどこにどのように位置づけられているかをわかりやすく示し、地方創生交

付金等の利活用の促進に資することを狙いとしています。 

  

 

 

  

【基本施策】【基本方針】

持続可能な地域運
営・たすけあいの仕
組みづくり

産業育成・
起業支援

子育ち・
学び環境の充実

防災・減災対策や
生活基盤の整備

住み慣れた地域の暮らしが
持続するまち（暮らし）

暮らしを支える生業、
地域資源を活かした産業が
根付くまち（産業）

子ども達の夢を育み、
挑戦する人材が育つまち
（教育）

すべての住民が、
安心して暮らせるまち
（安全）

【将来像（基本目標）】

01 住民主体の地域づくりの推進
02 地域福祉の充実
03 健康づくりの推進
04 地域医療の充実
05 公共交通の充実
06 移住・交流の推進

07 農林水産業の振興
08 商工業・サービス業の振興
09 経済循環の向上
10 起業支援・企業誘致の推進
11 雇用機会の充実と安定

12 結婚・子育て支援の充実
13 川本らしい学びの環境の充実
14 学び続けられる環境の充実
15 多様性のある地域社会の実現

16 防災・減災対策の充実
17 日常の安全対策の充実
18 インフラ整備・環境対策の推進

19 効率的な行財政運営の推進

【重点PJ】

★医療・介護・福祉サービスの
強化

★コンパクトタウン弓市の魅力
向上

★地域資源を活かした付加価値
の創出

★保小中高の連携による教育環境の
充実

★治水対策の推進

将来像の実現に向け、重点的に取
り組む「施策の方向性」に基づく
施策群を設定。取り組み内容を深
掘りすることで推進力を高める。

【分野
横断PJ】

★地域運営・たすけあいの仕組み
づくり
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地域運営・たすけあいの仕組みづくり 
 

【背景・取り組み方針】 

○ 人口減少や高齢化の進行により、住民生活に必要な生活サービスや機能の維持が
困難になる地域の増加が予想される中、暮らしを守り、地域コミュニティを維持
して持続可能な地域づくりを進めるための新たな仕組みづくりが求められてい
ます。 

○ このような中、小学校区など、複数の集落が集まる基礎的な生活圏の中で、分散
している生活サービスや地域活動の場などをつなぎ、人、もの、サービスの循環
を図ることで、生活を支える新しい地域運営の仕組みをつくる「小さな拠点」づ
くりが注目されています。 

○ これまで、川本町では 3つの公民館区（旧小学校区）ごとに小さな拠点づくりに
取り組んできました。このうち三原地区では地域課題の解決に向け、集いの場や
地域運営組織が立ち上がり、地域住民が主体となった活動が展開されています。
他の２地区では話し合い活動を複数回実施したものの、その後大きな進展がない
状態が続いていますが、歴史的なつながり・地理的状況を考慮し、今後は公民館
区よりも小さいエリアでの地域運営・たすけあいの仕組みづくりを進めていきま
す。 

○ また、全域を一つの生活圏と捉え、生活機能が集中している弓市地区と他地域と
を結ぶ交通体系を整備し、町内どこに住んでいても必要な生活機能を確保できる
環境整備に取り組みます。 

 
 
 
区分 部署 役割 

主 まちづくり推進課 集いの場づくり住民ワークショップ・地区座談会の開催 
交通体系の構築、プロジェクトの総合調整 

副 健康福祉課 住民主体の集いの場の開設・運営支援 
介護予防サロンのプログラムの実践 

 産業振興課 移動販売の仕組みの構築、事業者との調整 
 総務財政課 自治機能の再編に向けた地域との調整 
 教育課 集いの場における社会教育プログラムの実践 

 
 

 

重点プロジェクト１ 

背景・取り組み方針 

担当課 
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小さいエリアでの地域運営・

たすけあいの仕組みづくり

成果指標

評価指標
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　公民館区よりも小さいエリアで地域運営・たすけあいの仕組みづくりを進めるため、町
内の先進事例である「三原モデル※」を地域の特色に合わせて柔軟に横展開します。これ
により地域活動を活発にして、将来的には生活支援ができる団体（地域運営組織）が育つ
よう支援していきます。

三原モデルとして確立された「集いの場の企画運営」、「地域課題解決型の暮らし応
援隊」等の取り組みを横展開するため、住民主体の集いの場づくりを目指した住民
ワークショップを開催し、実働チームづくり、活動の立ち上げ支援を行います。集
いの場の開設・運営支援を行う住民組織「たすけあい川本」と協働して実施し、住
民主体の集いの場の開設箇所を増やしていきます。

集落、自治会の小規模高齢化が著しく、人口構成的に新しい取り組みが難しいエリ
アにも定期的な座談会を開催し、集落間、自治会間で協力が必要不可欠な共同作業
の状況などを継続的に把握します。将来的な自治機能の再編について地域住民と
の話し合いを進めるとともに、高校生の地域活動の取り組み等につなげていきま
す。

集いの場づくりなどの地域活動の初動に当たる資金として助成事業を創設して、
住民主体の活動を応援します。

集いの場に集まる意義や目的意識を増やすことにより集いの場の役割が高まり、
人と情報が集まって活動が活発になること、買い物対策の充実を図ることを目的
として、集いの場に町内商店の移動販売車が巡回するシステムを構築します。
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　生活機能が集積した弓市地区までは、最も遠い集落でも自家用車を利用して片道３０
分程度で移動が可能という町のコンパクトさを生かし、弓市地区の生活機能を町内どこ
に住んでいても不自由なく利用できる交通体系を構築します。

現在町が行っている生活交通対策（スクールバス、乗り合いタクシーや邑南町と共
同運営しているおおなんバス等）やタクシー事業者の利用状況等を調査し、効果を
検証します。

弓市地区内、因原地区、三原地区などの近隣エリア内や自治会内での移動手段の確
保について地域住民との話し合いをすすめ、各地域で住民主体のたすけあい交通
などの新しい交通手段を試行し、導入について検討します。

上記の調査、試行の結果を踏まえ、より使いやすい交通体系を構築します。
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商店街と日の出地区を結ぶ坂道などの弓市地内の短距離の移動について、グリー
ンスローモビリティ　やタウンモビリティ　の導入をはじめ、デイサービス送迎用
の車両の空き時間を活用した輸送、タクシーの活用など、多様な交通手段の検討を
行います。 

商工会と連携して、空き店舗情報の掘り起こしとともに、利活用が促進されるよう
に、空き店舗情報サイトの充実・リニューアルを行い、空き店舗活用に関する補助・
支援制度の周知、マッチング等の支援を強化します。また、事業承継に対する支援
や新規起業者の支援も引き続き行います。 

まちの魅力向上を図るため、交通結節点となっている旧 JR 石見川本駅周辺地の利
活用の検討を進めます。駅舎や鉄道などの鉄道資産を活用したレールパークの整
備、構内への桜の植樹など、堤防空間と一体となった町民の憩いの場、交流の場と
して整備します。 

高校生との協働によるイベントの開催や商店街の賑わいづくりや若手人材の育成
等に関する取り組みに対する助成制度を創設し、まちの魅力化を進めます。 
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(1) 歩いて暮らせるコンパクトで安全なまちづくり 

① 安全・便利で災害に強い道路整備 
▶ 

 
② 駐車場整備、公衆トイレ等の設置 
▶ 

 
③ 弓市地内の移動手段の確保 
▶ 

※ ※

 
 

(2) 町の拠点エリアの魅力向上 
まちの中心地として、弓市地区の更なる魅力向上を図ります。  
① 空き店舗の活用、事業承継の支援 
▶ 

 
② 旧 JR石見川本駅周辺の利活用 
▶ 

 
③ まちの賑わい創出 
▶ 

 
 
 

取り組み内容 

長年の懸案事項である大型車両の商店街通過の問題を解決し、地区の特色である
「歩いて暮らせる」安心・安全・便利な地区形成を行います。

地区内に不足している駐車場、乳幼児のおむつ交換等ができる公衆トイレ等を、地
区内の空き地を活用して計画的に整備します。
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